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　2009 年 2 月 2 日、（株）ジオスチームは福岡県北九州市で、国内最大となる年間処理能力 11,000 ト
ンの PCB 汚染土壌処理施設の本格的な実用運転を開始した。この浄化技術は、汚染土壌を加熱して
PCB を揮発・抽出して土壌を浄化する間接熱脱着工程と、抽出された PCB を加熱し、処理土壌由来
の水蒸気と反応させて分解する水蒸気分解工程から成る。危険な溶剤や薬品を使用せず、土壌の浄化
から PCB の分解まで一連の処理が可能な浄化技術である。環境省などの実証実験によりその浄化性
能や安全性が確認されており、浄化された土壌は土木原料などとしてリサイクルできる。
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　我が国では、浄化を要するポリ塩素化ビフェニー
ル（PCB）汚染土壌は 100 万トンと推定され、欧米
各国に比べ厳格な日本の環境基準に適合し、安全で
浄化能力に優れた土壌浄化技術が求められている。
PCB 汚染土壌の浄化技術としては、焼却、溶融、溶
剤洗浄、化学処理などの実証試験が行われているが、
いずれも本格的な浄化施設として実用には至ってい
なかった。
　2009 年 2 月 2 日、（株）ジオスチームは福岡県北九
州市若松区で、国内最大となる年間処理能力 11,000
トンの PCB 汚染土壌処理施設の本格的な実用運転
を開始した 1）。同社は、（株）東芝、（株）テルム、（株）鴻
池組が出資し、PCB 汚染土壌浄化事業を目的に設立
された。
　この施設で用いられる浄化技術は、2001 年に東
芝が開発した高温水蒸気で PCB を分解するジオス
チーム法に、2004 年から鴻池組が開発した間接熱
脱着法を組合せ実用化を進めてきたものである。浄
化システムは大別して、PCB 汚染土壌を 400 ～
700℃で間接加熱して PCB を揮発・抽出し、土壌
を浄化する間接熱脱着工程と、抽出された PCB を
1,100℃程度まで加熱し、処理土壌由来の水蒸気と
反応させて二酸化炭素・水素・塩化水素などに分解
する水蒸気分解工程から成る（図表）。この技術は、
危険な溶剤や薬品を使用せず、土壌の浄化から PCB
の分解まで一連の処理が可能な浄化技術である2）。
なお、浄化された土壌は、土木原料・セメント原料
としてリサイクルできる。
　この技術は、環境省「平成 17 年度低コスト・低
負荷型土壌汚染調査対策技術検討調査およびダイオ
キシン類汚染土壌浄化技術等確立調査」3）、国土交
通省「底質ダイオキシン類無害化処理技術」および
「鶴見川多目的遊水地土壌無害化処理」などの実証試
験を通じて、PCB 濃度 14,000mg/kg の汚染土壌に
対しても、その浄化性能（浄化後 PCB 濃度 0.1mg/
kg 未満）や安全性（排ガス、排水、周辺環境等）が確
認された。2007 年 8 月より小規模施設（年間処理
能力 1,700 トン）での実用運転を開始した後、2008
年 10 月からスケールアップした実証試験（年間処
理量 11,000 トン、時間最大処理量 2 トン）を行い、
浄化性能と安全性を確認して試験を完了し、今回の
大規模施設の実用化となった。
　我が国では、PCB の他にも、有機化合物や重金属
などの土壌汚染が報告されており、それらに対する
処理技術の開発を鋭意進め、それらの速やかな浄化
処理体制を整備することが求められている。
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